8-4　照　査　表
	工　　種
	
	  水路トンネル工


〔１〕基本条件の照査表
	業 務 名
	
	   ○○トンネル実施設計


	 発注者名
	
	  ○○農政局○○事業所
	
	 受注者名
	
	  （株）○○コンサルタンツ


	 確認の日付
	
	○年○月○日
	
	 照査の日付
	
	　○年○月○日


　                                                                                              
	確認担当者
  氏名
	
	    ○○　○         
	
	照査技術者
  氏名
	
	      ○○　○         


基  本  条  件  の  照  査  表
工 種：　水 路 ト ン ネ ル 工                                                                                                                      １／２
	No
	項　目
	主 な　内　容
	提示資料
	照　　査
	確　　認
	備　　考
	設計内容
(要点)記載表

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	該当対象
	確　認
	該当対象
	確　認
	
	

	１
	設計目的・主旨等
	1) 目的主旨を理解しているか
	特別仕様書
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.1

	
	
	2) 設計の主な内容、数量、工程などについて具体的な方針を把握しているか。
	業務計画書
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	２
	設計基本条件
	1) 設計条件（計画通水量、計画水位、引継水位等）について理解しているか。
	特別仕様書
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.2

	
	
	2) 対外協議事項と内容を把握しているか。
	設計打ち合わせ記録
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	３
	貸与資料の確認
	1) 貸与資料の不足・追加事項があるか。
	貸与資料
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.3

	
	
	2) 事業所・路線毎に統一された基準要項があるか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	４
	現地調査結果
	1) 地形、地質（特殊土壌地帯）、土地利用等の現地状況を把握したか。
	現地調書
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.4

	
	
	2) 隣接する併設構造物または交差構造物（道路、河川、鉄道、水路等）を把握したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 路線、坑口、土捨場付近の環境状況を把握したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 井戸その他支障物件の状況を把握したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	5) 施工計画の条件（工事用水、濁水処理、工事用電力、進入路等）を把握したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	6) 用地の制限条件を確認したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	7) 坑口付近及び隣接構造物等の写真撮影を行っているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	


 工 種：　水 路 ト ン ネ ル 工                                                                                                                    ２／２
	NO
	項　目
	主 な　内　容
	提示資料
	照　　査
	確　　認
	備　　考
	設計内容
(要点)記載表

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	該当対象
	確　認
	該当対象
	確　認
	
	

	５
	設計・計画その１
	1) 路線計画は地形，地質，施工性，経済性を考慮し比較検討しているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.5

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	2) 地山区分は適正か。
（岩種，岩質，弾性波速度，地山強度比等）
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 平面計画，縦断計画，トンネルの最小被り厚さは適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 内空断面は妥当か
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	６
	設計・計画その２
	1) トンネル施工法の検討（矢板工法，吹付ロックボルト工法）
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	1.6

	
	
	2) トンネルタイプ及び延長は妥当か
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 掘削及び覆工方式は妥当か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 坑内運搬方式，換気方式は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	5) 坑門工の形式，位置は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	6) 施工条件の基本（工程，施工ヤード，建設発生土受入地，受電地，給排水等）は確認したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	7) トンネルの特殊条件（地辷り，断層，湧水，膨張性地山，ガス等）の対策は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	8) 隣接及び交差支障物件への対応，方法を検討したか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	9) 地元，他機関協議内容は反映されているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	工　　種
	
	  水路トンネル工


〔２〕細部条件の照査表
	業 務 名
	
	   ○○トンネル実施設計


	発注者名
	
	  ○○農政局○○事業所
	
	受注者名
	
	  （株）○○コンサルタンツ


	確認の日付
	
	○年○月○日
	
	照査の日付
	
	○年○月○日


　                                                                                              
	確認担当者
氏名
	
	  ○○　○         
	
	照査技術者
氏名
	
	   ○○　○          


細　部　条  件  の  照  査  表
工 種：　水 路 ト ン ネ ル 工                                                                                                                                １／２
	NO
	項　目
	主 な　内　容
	提示資料
	照　　査
	確　　認
	備　　考
	設計内容
(要点)記載表

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	該当対象
	確　認
	該当対象
	確　認
	
	

	１
	水理検討
	1) 標準断面水理諸元は適正か。
	設計打ち合わせ記録
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.1

	
	
	2) 設計条件により水理計算に使用する公式及び諸数値は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	２
	平面・縦断図
	1) 工種区分，計画水位，計画水路高，トンネルタイプ区分，区間延長等は記入してあるか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.2

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	出入口構造
	1) 出入口構造，付帯排水路，護岸等の構造計算及び安定計算は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.3

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	土工図
	1) 出入口部における土工横断図を作成し土工数量を算出しているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.4

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	構造計算
	
	
	
	
	
	
	
	2.5

	
	5-1.本体工
	1) 矢板工法各タイプ支保工の構造計算諸元は適正か
	設計打ち合わせ記録
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	2) 吹付ロックボルト工法の構造諸元は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 鉄筋コンクリート構造計算諸元は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 使用材料規格，許容応力度は妥当か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


工 種：　水 路 ト ン ネ ル 工                                                                                                                                 ２／２
	NO
	項　目
	主 な　内　容
	提示資料
	照　　査
	確　　認
	備　　考
	設計内容
(要点)記載表

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	該当対象
	確　認
	該当対象
	確　認
	
	

	５
	5-2.坑門工
	1) 坑門工の構造，形状，寸法は妥当か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.6

	
	
	2) 坑門工の構造細目（鉄筋被り，鉄筋ピッチ等）及び本体工との接続は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６
	構造図
	1) トンネル標準断面図の必要事項及び寸法等がすべて表示されているか。
	設計打ち合わせ記録
（設計図）
	○
	レ
	○
	レ
	
	2.7

	
	
	2) 標準断面図の鉄筋径，ピッチ，主要材料は計算書と一致しているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 坑門工等の部材厚必要事項はすべて表示されているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 計算書通りの配筋図であるか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	工　　種
	
	　水路トンネル工


〔３〕成果品の照査表
	業 務 名
	
	○○トンネル実施設計


	発注者名
	
	○○農政局○○事業所
	
	受注者名
	
	（株）○○コンサルタンツ


	確認の日付
	
	○年○月○日
	
	照査の日付
	
	○年○月○日


	確認担当者
氏名
	
	○○　○         
	
	照査技術者
氏名
	
	○○　○          


成  果  品  の  照  査  表
工 種：　水 路 ト ン ネ ル 工                                                                                                                        
	NO
	項　目
	主 な　内　容
	提示資料
	照　　査
	確　　認
	備　　考
	設計内容
(要点)記載表

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	該当対象
	確　認
	該当対象
	確　認
	
	

	１
	数量計算
	1) 数量計算は適用基準及び打合わせ事項と整合しているか。
	 報 告 書
	○
	レ
	○
	レ
	
	3.1

	
	
	2) 数量計算に用いた寸法は図面と一致しているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 数量取りまとめは工種及タイプ毎の集計になっているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	施工計画特別
	1) 掘削，ずり処理，覆工の施工計画は妥当か。
	 報 告 書
	○
	レ
	○
	レ
	
	3.2

	
	仕様書
	2) 工程計画は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 土捨場計画は適正か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 工事用仮設設備計画（指定仮設，無指定仮設）は妥当か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	5) 安全確保が充分配慮されているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	6) 関係法令を遵守した計画になっているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	7) 工事特別仕様書の内容は適切か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	3.3

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	設計報告書
	1) 設計概要書は適切か。
	 報 告 書
	○
	レ
	○
	レ
	
	3.4

	
	
	2) 設計内容は明確に記述されているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3) 設計条件は適切か。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	4) 報告書は標準書式に準拠しているか。
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	４
	コスト縮減対策
	施設の提案内容及び比較検討の過程や結果等の成果が整理されているか。
	 報 告 書
	○
	レ
	○
	レ
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